
























松井

区間７位に
　相当する記録



H28-1-9 朝刊から松井



 

 

平成 28 年箱根駅伝応援記 

（注：宮本と同期の佐藤三禄氏が、同期のメンバーに送ったもの。） 
  
箱根駅伝観戦レポート。 
第９２回箱根駅伝復路第８区（平塚～戸塚）のレースの応援に行って来ました。 
陸上競技部のホームページで応援場所は辻堂駅付近、藤沢小学校付近、遊行寺の

坂、藤沢バイパス合流点付近、戸塚中継所に近い原宿交差点付近と指示されていま

した。 
私は復路の最難関８区藤沢遊行寺の坂で応援することにして、通過時刻の１時間半

前に現地到着、各チームは準備作業を始めたところでした。テレビラジオの中継スタ

ンド付近を見物していたら、報道記者のインタビューを受けました。「箱根駅伝のファ

ンですか？」、「毎年見に来るのですか？」、「どうしてここに来ることにしたのです

か？」という質問です。「応援には今年初めて来ました。東工大の後輩がこの区に出

走するのでその応援です。東工大の学生が箱根駅伝に出るのはこれまでには無く、

昨年が初めてで、今年は２回目なので、何としても応援しなければと思って朝早くに

家を出て来ました」と答えました。 
やがて東工大応援隊も到着、コバルトブルーの応援旗が１０本ほど立ち並びました。

陸上競技部の学生と陸上部のＯＢが主で２０～３０人くらいでしょうか。 
ラジオではエントリーメンバーの変更が次々と出ている様で心配でしたが、放送で平

塚中継点で松井君にたすきが繋がったと聞いて、さあ来るぞと気合を入れ直しまし

た。 
先頭の青山学院大が近づくと声援はピークに、小柄な選手が舞うように遊行寺の坂

を上って行きます。２番目が来るまでにかなりの時間があり緊張の静けさが漂います。

２番の東洋大の選手は先走の青学大が見えない長い坂道を攀じ登るように走って行

きます。駒沢大、早稲田大とかなりの時間差で通過して行きます。その時間差もだん

だん短くなり次々に選手が坂を上ってきます。復路のスタートは半分くらいのチーム

が繰り上げ一斉スタートになっていますから、順位は分かりません。選手たちは目の

前の相手に食い付く様にして坂と戦っています。松井君が現れたのはそんな混戦状

況の時でした。悲鳴のような歓声が聞こえるのでふと見ると、松井君が山梨学院の選

手と短距離レースの様なデッドヒートを演じながらあっという間に坂の上に走って行き

ました。正に激走、実に感動的なシーンであります。後半の選手も次々と坂を上がっ

て行き、しんがりは上武大の選手が東工大の幟の前を走り抜けていきました。一段と

大きな声援が飛んで３０分に満たない大活劇は幕を閉じました。選手たちが忽然と現

れては坂の上にきえて行く、その瞬間だけに現存する幻の様な、芸術性を感じさせる

時間でありました。 

神奈川支部-佐藤三禄さまから蔵前同期の宮本様にあてて、1月3日の松井選手激走を
応援（スライドPhotoは、そのとき撮影されたものです）の様子をご報告下さったものです。
佐藤様にご了解いただき、午餐会での宮本様報告スライドに追加掲載させていただきます。



 

 

８区の区間タイムを添付します。松井君の実力が発揮された跡が記録に残っていま

す。しかしこの場面も決して簡単に実現したのでないことが、予選会の記録を見るとよ

く分かります。予選会は各チーム１０名以上１４名以下のエントリー、当日は１０名以

上１２名以下の出場が条件で、上位１０名の合計タイムでチーム順位が決まります。

その上位１０校が本戦に出場できます。関東学生連合チームは、それ以外のチーム

の記録上位者から選ばれます。（４９－１０＝３９）校４００名余の選手から選ばれるの

ですから、並大抵のことではないことです。そのバックにはチームの力もあってのこと

と思うと、後輩諸君は大変な力を発揮してくれたと言えます。 
８区のレースが終わって、応援の部員諸君に祝意と感謝の言葉を述べて藤沢駅に戻

りました。 
駅前の蕎麦屋で６００円の蕎麦ランチと３８０円の生ビールと３８０円の焼酎お湯割り

で祝杯をあげ、本当に良い正月を迎えることが出来ました。 
なお１月２日にも箱根駅伝の応援に出掛け、箱根小涌園から少し下った強羅方向Ｔ字

路脇で寒風の中２時間待って、第３代山の神 神野大地君の山登りを拝んできまし

た。 
オールドボーイズもまだまだ頑張らなくては！ 
佐藤三禄 
  
 


